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現職教員
研修報告
Ⅰ　目的
　通常の学級に在籍する肢体不自由児の学習に係る先行
研究では，運動障害だけではなく，認知特性にも配慮を
した支援が必要であること，運動障害や認知特性が学年
進行に伴い変化することへの考慮が必要であることが述
べられている。しかし，現状は運動障害に着目した支援
が主であることが指摘され，通常の学級の教師に対して
認知特性への理解の促進や指導法など，気づきに応じた
支援を行うことで，学級担任は主体的に支援を行うよう
になることがわかった。本研究では，通常の学級の教職
員等が肢体不自由児をどのように理解しているのかを明
らかにした上で，通常の学級の教職員等が在籍する肢体
不自由児の学習の充実を目指した指導，支援について，
共通理解を図るための協議の過程を検討し，特別支援学
校教員の支援の在り方を考察する。
Ⅱ　研究の方法
１　対象事例と関係教職員等
　Ａ児 ( Ｘ小学校第５学年，通常の学級に在籍。第１学
年～４学年までＹ特別支援学校在籍 )
　Ｘ小学校の教職員等 ( Ａ児の学級担任，５学年教員，
支援員，特別支援教育コーディネーター )
２　手続き
(1)　基礎資料収集 ( Ｘ小学校の教職員等 , Ａ児 , 保護者
からの聞き取り及びＡ児の実態把握 )
(2)　Ａ児の学習上の課題と対応の協議（Ｙ特別支援学
校教員による協議及びＸ小学校の教職員等による協
議）
(3) 協議手続の検討
Ⅲ　結果と考察
(1) 基礎資料の収集
　Ａ児の学校生活について，Ｘ小学校の教職員等，Ａ
児，保護者のねがいなどの多様性が示唆された。
(2) Ａ児の学習上の課題と対応の協議
　Ｙ特別支援学校教員による協議ではＡ児の実態に応じ
た指導に観点が置かれ，Ｘ小学校の教職員等による協議
では，Ｙ特別支援学校教員による協議の結果等を資料と
しながら，Ａ児を学級の中の１人としての指導に観点が
置かれ，それぞれで課題と具体的な対応が挙げられた。
(3) 協議手続の検討
①協議の過程として，Ｙ特別支援学校からの情報をその
まま聞き入れ，実践するのではなく必要な情報を取り
入れて協議をしたこと。Ｘ小学校の教職員等で情報を
出し合い課題を整理し，誰に必要な対応か，誰が対応
可能かを整理したこと。Ｙ特別支援学校からの情報を
協議中に目を通しやすいように提示したこと。これら
がＡ児の共通理解と話し合いの発展につながったと考
えられる。
②Ａ児をとらえる視点について，Ｙ特別支援学校では個
に応じた指導，Ｘ小学校では集団指導と，両者ともＡ
児の学習の充実を目指しているが，互いの視点に違い
があることが示唆された。どちらか一方の視点に偏ら
ず，互いの大切にしたい視点を合わせて，支援の情報
を特別支援学校から発信することが必要だと考えられ
る。
通常の学級に在籍する肢体不自由児の学習上の課題
に対する教職員の気づきとその対応
千葉県立桜が丘特別支援学校　小倉美紀 ( 指導教員：安藤隆男 )
研修先　筑波大学附属桐が丘特別支援学校
　予め特別支援学校教員間で検討した肢体不自由児の指導に関わる資料を基に，小学校の教職員が主体となって当該
児童の課題と対応について整理し，教職員間の共通理解を図るための協議を行った。その結果，小学校の教職員等は
提示された資料との関連から，自らのとらえ方を整理し，児童の課題に気づくとともに，児童の理解を踏まえた具体
的な教育的対応を考え，実践することが観察された。
キー・ワード：通常の学級に在籍する肢体不自由児　学習上の課題　教職員の気づき
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③通常の学級に在籍する肢体不自由児の充実した学習の
ために，特別支援学校の役割として，通常の学級の教
職員等が肢体不自由児の課題等にどのような気づきが
あるかを把握し，その上で特別支援学校からの情報と
通常の学級の教職員等が日頃から感じていることを合
わせて協議を行うという，新たな気づきを促す場の設
定をすることが，気づきの広がりと子どもの学習の充
実につなげることができると考えられる。
Ⅳ　まとめ
　Ａ児の課題や対応を共通理解するために，それぞれの
立場から聞き取りを行い，協議の場で提示したことや，
Ｙ特別支援学校でとらえたＡ児の情報と特別支援教育の
視点を具体的にイメージしやすいように提示したこと，
それらの情報を基にＸ小学校の教職員等で話し合いを
行ったこと，これら一連の手続がＡ児の理解を深め，Ｘ
小学校の教職員等自らが課題と必要な対応に気づくこと
につながったと考える。一方で，通常の学級との連携を
より充実させ，肢体不自由児の学習を充実させていくた
めに，特別支援学校の支援体制づくりが必要である。
91
現職教員
研修報告
Ⅰ　目的
　言葉の理解や表出が大きく遅れている聴覚障害児童 1
名を対象に、聴覚活用を中心としたコミュニケーション
の力を伸ばす指導を通して、言葉の理解と表出の育成を
図る。また、対象児童の発話と表出における手段・内
容・形式の変化を分析し、行った指導と照らし合わせる
ことによって、言語獲得支援のあり方について検討す
る。
Ⅱ　研究の方法
１．対象児童
　感音性難聴で、平均聴力レベルは右 88 dB・左 74 dB
（装用閾値は右 44 dB・左 35 dB）あった。就学前は口
話と身振り、就学後は聴覚口話を主としたコミュニケー
ションを用いていた。知的発達に遅れは無く集団生活や
日常生活の様子は実年齢相応であった。一方、耳からの
情報を言葉で理解し、表現する力、言語の意味の理解や
知識、言語的推理に課題がみられた。
２．指導実践
　Ａ児の実態把握を行い、Ｘ特別支援学校小学部の教育
目標に基づき、筑波大学附属聾学校幼稚部 (2004) を参考
とし、指導内容 ( ①発音・発語、②音声と手話・指文
字・文字の併用、③コミュニケーション )・指導目標・
指導のねらいを設定し、6 ヶ月間指導を行った。
３．発話と表出変化の分析方法と観点
　指導期間中、月 1 回、Ａ児の発話と表出を録音録画し
全て書記化した。分析の観点は①コミュニケーション手
段②表出内容③表出形式の 3 つとし、その変化を明らか
にする。
Ⅲ　結果と考察
１．指導実践と A 児の言葉の変化
　指導実践は当初の目標にそって行い、言語の発達に応
じて下位目標を設定しながら指導を行った。発音に関し
ては、徐々に口声模倣ができるようになり、音声も次第
に明瞭となり、自分の声をフィードバックすることで，
言葉を覚える回路ができた。指文字や文字を併用するこ
とで、１音１字を理解し、分かる経験を積むことで、確
実に言葉を覚えることができるようになっていった。コ
ミュニケーションに関しては、想いをしっかり受け止め
てもらえることで気持ちが安定し、感情を上手くコント
ロールすることができるようになり、一方的なコミュニ
ケーションがなくなった。言葉でのやりとりを通して言
いたいことが伝わる、話していることが分かるといった
音声の有効性を実感することで、音声と主としたコミュ
ニケーションの力が伸び、その結果、日常生活の中から
言葉を獲得できるようになり、いろいろな場面で、言葉
を実用的な手段として活用することができるようになっ
た。
２．発話の変化に関する客観的分析
　コミュニケーション手段に関しては、正確に聞き取れ
た音声の表出割合とその数が非常に増え、音声でのやり
とりがＡ児のコミュニケーション手段の中心となって
いった。一方、手話・指文字・文字については、表出手
段全体の中で、それぞれの表出の割合はあまり変わらな
かったが、表出数そのものは、一定程度増えていった。
表出内容に関しては大きな変化は見られなかったが、指
導全体を通してみてみると、疑問の表現が増える傾向が
見られるなど、認知的な発達が確認された。表出形式に
関しては、1 語文が非常に増えたが、2 語文は、指導の
後半近くから少しずつ出現し始めた。今後、言葉による
コミュニケーションの充実が進むことで、2 語文・3 語
文も増えていくと推察される。
聴覚障害児童に対する聴覚を活用した言語獲得指導と支援のあり方
埼玉県立特別支援学校大宮ろう学園　小林　茜（指導教員：四日市　章）
　聴覚障害児教育の目標は、コミュニケーション能力の向上や言語の獲得、基礎学力の向上や障害認識など多岐にわ
たる。本研究は、言葉の理解や表出が大きく遅れている聴覚障害児童 1名を対象に、聴覚の活用を中心とした、コ
ミュニケーションの力を伸ばす指導を通して、言葉の理解と表出の育成を図った。また、児童の発話におけるコミュ
ニケーション手段・表出内容・表出形式の変化を分析し、言語獲得の支援のあり方についてまとめた。
キー・ワード：聴覚活用　言語獲得　音声を主としたコミュニケーション　指導・支援のあり方
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３．Ａ児に行った支援内容
　発音に関する支援では、信頼関係を基本に話すことの
楽しさや分かる経験を通して正しい日本語に触れられる
ようにした。また、身体の一部や玩具、お菓子等を手が
かりに、分かる発音の学習を進めた。音声や、他の手段
との併用に関しては、Ａ児の表出を丁寧に受け止めなが
ら支援を行い、A 児の理解に合わせて使う手段を変え
たり、提示する物に文字を添えるなど、学習環境を整え
ながら、活動や会話の意味を適切に理解できるよう配慮
した。また、「振り返りシート」を書かせることで、
行った内容などを文字によって確認させ、理解や文字の
定着を図った。コミュニケーションについては、褒める
ことや認めることを十分に行い、相互の信頼関係を築く
ようにした。Ａ児の実体験や気持ちを言葉に置き換え
て、本人が納得できるまで繰り返しやり取りを行い、共
感し、分かる、分かりあう喜びを経験できるように努め
た。これら全ての支援内容は相互に関連しあい、それぞ
れがうまく機能することで、Ａ児の言葉の理解や表出の
全体に、よりよい変化をもたらしたと考えられる。
Ⅳ　まとめ
　聴覚活用が可能であったが、幼児期に聴覚を有効に活
用できなかった児童１事例を対象に、音声使用と聴覚活
用を基本にした指導を行い、活動内容や会話の意味を適
切・確実に理解させながらやりとりを進め、分かること
の喜びと、言葉の有効性を実感できる指導を行った。そ
の結果、音声を基盤としたコミュニケーションの力が身
につき、それによって、言語の獲得が大きく促進され
た。
　文献：筑波大学附属聾学校幼稚部 (2004) ｢幼稚部３年
間の子どもの姿｣ 聾教育研究会
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特別支援学校（肢体不自由）における重複障害児童
の実態把握について
－「見る力」に焦点をあてて－
千葉県立袖ケ浦特別支援学校　佐久間　智大（指導教員：安藤　隆男）
研修校　筑波大学附属桐が丘特別支援学校
　重複障害児童の「見る力」に焦点をあてた実態把握について，アセスメントツールの作成と事例研究に取り組ん
だ。所属校における重複障害児童の実態把握の現状や課題について調査し，「見る力」に焦点を当てる意義や可能性
を明確にしてツールを作成した。ツールを用いての実践研究では，実態にかかわる情報を「収集，分類，整理」し，
授業をつくるプロセスの一つとして，また評価（授業・児童）のための視点としてまとめることができた。「見るこ
と」に関する事例児童の変容やかかわる人々の気づきを捉えることができた。
キー・ワード：重複障害児童　見る力　アセスメントツール
目　的
　本研究は，重複障害児童の実態把握について特に「見
る力」に焦点をあて，研究Ⅰでは実態を総合的に把握で
きるアセスメントツールを作成し，研究Ⅱでは事例児童
への実践をとおしてツールの有用性について検証した。
研究Ⅰ
目　的：「見る力」およびそれにかかわる実態を総合的
に把握するための基本的な資料，知見を得て，アセスメ
ントツールを作成する。
方　法：先行研究及び文献の研究
　　　　 アンケート調査（対象：県立Ｓ特別支援学校小
学部重複学級教員 34 名）
結　果：先行研究および文献の研究，アンケート調査の
結果から，「〇〇さんのレパートリーチェックリスト」
と「〇〇さんへの視覚的働きかけについて」を作成し
た。
研究Ⅱ
目　的：作成したアセスメントツールを用いて事例児童
の「見る力」にかかわる実態把握を実施し，ツールの有
用性について検証する。
方　法：事例研究（対象：事例１　Ｃ県立Ｓ特別支援学
校小学部２年生Ａ児および担任３名，事例２　Ｔ大学附
属Ｋ特別支援学校小学部４年生Ｂ児および担任）
結果と考察
事例１について
　「レパートリーチェックリスト」作成と，３回のアセ
スメントにより，注視，追視の反応時間や範囲，光る物
や大きな布の視標への反応，目線より下への提示では気
づけないこと，身体の正中線を越えての追視は難しいこ
となどを明らかにし，「Ａさんへの視覚的働きかけにつ
いて」を作成した。
　学習活動に生かせたことの例として，「正中線までの
追視」と目標を明確にすることができたことが挙げられ
る。日々の生活の中でも A 児の変容やかかわる担任た
ちの気づきを捉えることができた。これは児童の実態を
もとに授業を組み立て，日々の改善をした成果であり，
見ることに焦点をあてた効果であると言える。手立てを
共通理解するためのツールとして，今後も活用していき
たい。
事例２について
　「レパートリーチェックリスト」作成と，２回のアセ
スメントにより，Ｂ児の気づきの色による違い，何も提
示していないときの目線と追視の方向，見ることを促す
ために必要な要素（光の強さ，点滅）などを捉え「Ｂさ
んへの視覚的働きかけについて」を作成した。
Ｂ児に対しての実践は，アセスメントというよりも「見
ること」の学習そのものであった。今後も日々の生活や
学習にこの実践の視点を加え，実態を捉えたり見直した
りすることと，学習活動を一体化させることで，Ｂ児と
のかかわりの新たな手がかりを見つけていくことができ
るのではないかと考える。
研究のまとめ（成果・課題）
成　果
　作成したツールを用いた実践により，事例児童の課
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題，目標を明確にし，学習活動に生かすことができた。
また，児童の変容やかかわる人々の気づきを捉えること
ができた。実態にかかわる情報を「収集，分類，整理」
する方法の一つとして提案できると考える。また，授業
づくり，授業や児童の評価にも活用できる視点としても
意義があったと言えると考える。「見る」ことは応答，
選択などのコミュニケーションとしても使われる重要な
力であると考えた視点を，今後の実践にも生かしていき
たい。
課　題
　本研究の事例児よりもさらに姿勢・運動面や認知面に
おいて，課題や困難を抱える児童は多い。そのような児
童たちにも使え，一回でより正確に，より多くの情報を
得られるツールになるよう，実施方法を整理し，精度を
高めていきたい。また，実態把握の方法の一つとして提
案したり，他の教員による取組を支援するための資料を
作成したりすることも課題として考えている。
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Ⅰ　目的
　所属校では，「自分から取り組む姿を目指して」とい
うテーマの基，研修を進めてきた。様々な成果を得た一
方で，子ども主体であるはずの授業が教師主導であった
り，技能を育てたいという教師の思いが先行してしまっ
たりという課題も挙がった。そこで，今年度は子どもの
意欲面に重点を置いた授業づくりに取り組むこととなっ
た。それを受けて，今回の研究でも「できた！」「やっ
た！」という達成感を感じるためには，どのような活動
や展開，支援があるかを探り，知的障害特別支援学校で
の授業づくりに必要な観点を明らかにしたいと考えた。
Ⅱ　研究の方法
　以下の三つの方法から得た結果をすり合わせ，授業づ
くりや授業改善の共通の観点を明らかにする。
１）筑波大学附属大塚特別支援学校での研修：幼稚部と
小学部の授業を参観し，「活動内容」「支援」「子どもの
姿」を観察，記述して記録を取る。記録に基づいて，授
業で見られた子どもの主体的な姿と活動から，その姿を
引き出している配慮点について検討する。
２）所属校での実践：学習の様子を撮影し，その映像を
基に授業者と話し合いを行い，課題とその要因と考えら
れること，どうすれば改善できるかについて考える。具
体的な方法や支援を考えて提案し，授業者は取捨選択し
て授業実践を行う。筆者は授業参観や話し合いから改善
の成果をまとめる。
３）文献研究：文献を読んで，観点をまとめる。
Ⅲ　結果（実践）
１．大塚特別支援学校の授業参観における子どもの主体
的な姿とその配慮点
　幼稚部，小学部ともに，子どもが分かりやすいような
環境設定，活動内容や展開の工夫，見通しをもって取り
組めるような手がかりの用意という配慮が行われてい
た。また，子どもが活動する場面，子ども同士が関わる
場面，準備や片付けを自分たちで行う場面が多く設定さ
れていた。タイミングのよい評価も行われており，子ど
もたちが主体的に取り組む姿をたくさん見ることができ
た。
２．所属校での実践
（１）生活単元学習　 ｢わくわくランドへレッツゴー！
｣ ( 小学部１～３年 )
①課題と具体的な改善
ア．ジャンプ台の混雑：ジャンプ台へ向かう遊具の種類
を増やした。
イ．安全管理：全体を見る教師を一人置いた。
ウ．友達同士で遊ぶための手立て：わくわく棒という，
友達と一緒に持って滑れる道具を用意した。
エ．約束：その場で分かるように掲示したり，待つ場所
を分かりやすく示したりした。
オ．動きの流れ：テープで進む方向を示した。
②成果
　一つの遊具に子どもが集まることが減り，遊具をめ
ぐって遊ぶ姿が見られるようになった。わくわく棒を
持って，友達や教師と一緒に滑ったり，お互いに誘い
合ったりする場面も見られるようになった。約束を自分
から守れるようになり，教師の安全確認も徹底できるよ
うになった。
（２）国語算数（小学部４，５年）
①課題と具体的な改善
ア．Ｄ男の活動の見直し：友達と同じ流れで活動する，
活動量を増やす，座る場所を友達の隣にするようにし
子どもが「できた！」「やった！」という達成感を
感じることのできる授業づくり
静岡県立袋井特別支援学校　東遠分教室　　清水一美（指導教員：藤原義博）
研修校　筑波大学附属大塚特別支援学校
　本研究は子どもが ｢できた！｣ ｢やった！｣ という達成感を感じられる授業づくりや授業改善を目指し，大塚特別
支援学校での授業参観，所属校での実践，文献研究から，その実現に必要な観点を探った。授業参観から推測した ｢
主体的な子どもの姿を引き出していた配慮点｣，実践で推測した ｢主体的な子どもの姿を引き出すであろう配慮点｣
をすり合わせた結果，九つの観点を導き出すことができた。
キー・ワード：達成感　授業づくり　環境設定　子どもが自分で分かる手がかり　教師の役割・位置
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た。
イ．Ａ男，Ｂ男の逸脱行動：待ち時間が少ないような活
動の流れにした。
ウ．数の確認：自分で入れた物の数が分かるように補助
具の工夫をした。
エ．評価：できたことが見て分かるように道具の工夫を
した。
②成果
　児童が活動する時間が増え，一時間で取り組める課題
の数も増えた。Ｄ男も含め，全員が同じ流れで学習しな
がらも，個々の課題に取り組むことができた。
３．文献研究
　 ｢物理的支援環境｣ ｢個のニーズに応じた支援｣ ｢適切
な教師による人的支援環境｣ ｢豊かな学びの機会｣ ｢多
様・多重な評価｣ ｢児童生徒の主体性を育む授業展開｣
の六つの観点を得ることができた。
Ⅳ　考察
　 ｢環境設定｣ ｢動線｣ ｢子どもが自分で分かる手がかり
｣ ｢教師の位置，役割｣ ｢展開，活動内容の工夫，改善｣
｢活動への参加を増やす｣ ｢準備，片付けなど，今まで
やっていなかったことにも取り組む機会を生かす｣ ｢や
りとり，友達と活動する機会を生かす｣ ｢評価｣ という
九つの観点が導き出された。これらは，文献からまとめ
た六つの観点と一致し，授業づくりや改善の際に必要な
観点となることが確認できた。
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現職教員
研修報告
Ⅰ　目　　　的
　阿部（1997）は、「障害児教育の指導は、複数の児童
生徒を対象にした集団指導と一人の児童生徒を対象にし
た個別指導の二つに大別され、この二つの指導はそれぞ
れ利点と問題点を抱えている。」と述べている。また、
この二つに大別された個別指導と集団指導にどのような
関連性があるのか、そして、どのような視点を持って
日々の授業に取り組むことで、幼児児童生徒の自立的・
主体的な活動や参加を実現し、学校で得たことを日常生
活や社会生活に活かすことができるのかと考えた。そこ
で、知的障害特別支援学校における個別指導と集団指導
について指導方法の工夫に着目した授業づくりの観点を
整理し、事例研究を通して個別指導と集団指導に関連性
を持たせた授業の在り方を明らかにするため本研究に取
り組んだ。
Ⅱ　方　　　法
１　指導方法の工夫に着目した授業づくりの観点の整理
　先行研究等の文献から得られた知見を基に、個別指導
と集団指導について指導方法の工夫に着目した授業づく
りの観点（以下、指導方法の観点）を整理する。
２　授業づくりの実践・検証（事例研究）
　筑波大学附属大塚特別支援学校幼稚部及び筑波大学附
属久里浜特別支援学校小学部５学年において、指導方法
の観点から個別指導と集団指導における授業の成果及び
課題を検証し、個別指導と集団指導に関連性を持たせた
授業の在り方を明らかにする。
Ⅲ　結　　　果
１　指導方法の工夫に着目した授業づくりの観点の整理
　先行研究等の文献より、個別指導と集団指導の指導方
法の観点として、支援環境と学習プロセスの工夫に着目
した授業づくりに取り組むことで、各指導形態における
学習を効果的に進めていくことができると示唆された。
そこで、整理した指導方法の観点を項目にした授業の観
点・評価シート及び授業展開シートを作成し、指導方法
の観点で授業を記録するためのツールとして活用した。
２　授業づくりの実践・検証（事例研究）
（１）筑波大学附属大塚特別支援学校
　日常生活文脈に即した学習機会の設定、見て分かり見
通しを持つことができる教材・教具の工夫、主体的な行
動や態度を育む支援環境の改善といった各指導形態に関
連性を持たせた視点から授業実践に取り組むことで、幼
児自身が自らの役割を理解し、協力し合いながら豊かに
関わり合い学び合う姿が見られるようになった。また、
併行して通う幼稚園等でも同様の姿が見られたのは、友
達と一緒に活動する楽しさや他者と喜びを分かち合うと
いった経験の積み重ねが成果として現われたものと考え
ることができる。
（２） 筑波大学附属久里浜特別支援学校
　役割理解を促す段階的な取組、主体的な活動を促す手
掛かりの工夫、活動の基盤となる学習環境の設定といっ
た各指導形態に関連性を持たせた視点から同時並行的に
取り組むことで、児童が自分の役割やルールを理解し、
より主体的に鬼ごっこ活動に参加することができるよう
知的障害特別支援学校における個別指導と集団指導に
関連性を持たせた授業の在り方について
北海道札幌養護学校　田野　大介（指導教員：藤原　義博）
研修校　筑波大学附属大塚特別支援学校　筑波大学附属久里浜特別支援学校
　本研究では、知的障害特別支援学校における個別指導と集団指導について指導方法の工夫に着目した授業づくりの
観点を整理し、個別指導と集団指導に関連性を持たせた授業の在り方について明らかにすることを目的に取り組ん
だ。先行研究等の文献から得られた知見を基に、個別指導と集団指導について指導方法の工夫に着目した授業づくり
の観点を整理し、実際の授業において、指導方法の観点から各指導形態における授業の成果及び課題を検証した。そ
の結果、個別指導及び集団指導における幼児児童の行動の変容や学習活動の変化から効果的な指導方法及び観点を明
らかにすることができた。これらの結果を踏まえ、個別指導と集団指導に関連性を持たせた授業の在り方について考
察した。
キー・ワード：個別指導　集団指導　指導方法の工夫　授業づくり　関連性
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になった。また、これらの体験を積み重ねることで、鬼
ごっこ全体の構造を理解することにつながり、他者との
関係を円滑に育んでいく基礎を構築できたのは、今回の
取組の成果と考えることができる。
Ⅳ　考　　　察
　事例研究において効果的であった指導方法及び観点か
ら、以下の個別指導と集団指導に関連性を持たせた授業
づくりの視点が示唆された。
① 幼児児童生徒の日常生活や社会生活、学習上におけ
るニーズを的確に把握し、両者のニーズを満たすため、
双方の指導形態の効果を相乗的に高めていくことを意識
し、それを具現化し実践する。
② 個別指導と集団指導のそれぞれの形態の特性を理解
し、指導方法の観点から、この二つに大別された指導形
態を有機的に関連させながら同時並行的に指導実践に取
り組む。
よって、これら個別指導と集団指導に関連性を持たせた
授業づくりの視点を意識し具現化しながら日々の授業実
践を重ねていくことが、幼児児童生徒の学校生活におけ
る自立的・主体的な活動や参加の実現をより確かなもの
にすることができると考える。そして、それら学校で得
たことを活かして、現在及び将来の日常生活や社会生活
において、自己の力を可能な限り発揮し、自立的・主体
的な活動や参加を実現することが学校教育における成果
として最も期待されることであると考える。
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